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第１図 計画対象範囲

第１章 計画策定の目的

第１節 計画策定に至る経緯とその目的

史跡郡里廃寺跡（以下、「本史跡」という）は、徳島県美馬市美馬町字銀杏木・字願勝寺に所在する

古代寺院跡である。昭和 42 年（1967）・43年（1968）に実施された２次にわたる発掘調査によって、

７世紀中期に創建された、法起寺式伽藍配置をとる徳島県最古級の古代寺院跡である可能性が指摘され、

昭和 51 年（1976）３月 22 日に国の史跡となっている。

平成６年（1994）から平成 16 年（2004）までに指定地の約 97％を公有化し、平成 16年には旧美馬町

において「平成 16 年度郡里廃寺跡整備構想案」を作成し、施設設置や動線設定等に関する基本方針の

検討を行った。

また、平成 16 年に学識経験者および地域の代表者等から構成される「国指定史跡郡里廃寺跡整備検

討委員会」（以下、「整備検討委員会」という）を設置し、平成 17 年度（2005）から 23年度(2011)ま

で実施した史跡整備に向けた遺構範囲の確認を中心とした発掘調査の指導や、史跡の保存管理や活用、

整備の在り方について検討を行った。さらに、平成 30 年(2018)に発掘調査報告書を刊行し、令和元・

２年度（2019・20）にかけて本史跡の保存活用計画（以下、「本計画」という）を策定することとした。

本史跡が持つ価値を適切に保存・継承していくためには、史跡を構成する多様な要素を明らかにし、

保存管理の方法や現状変更取扱基準、活用と整備の方法、保存活用事業の実現に向けた運営体制の方法

等を定める必要がある。また、周辺の歴史文化資産等と一体的な保存活用を図っていくことも重要であ

る。

本計画の策定は、本史跡の本質的価値を適切に保存継承し、史跡を効果的に活用していくことができ

るよう、保存管理、活用、整備、運営体制等の基本方針を示すことを目的とする。

第２節 計画の対象範囲と計画期間

（１）計画の対象範囲

史跡指定範囲は、北側の突出部を除き約 170m 四

方で、指定面積は 25,682.58 ㎡である。寺域の南東

端と考えられる部分は未確認であることから、未指

定となっている。

本計画の主たる対象範囲（第１図）は当面の間、

「史跡指定範囲」とするが、寺域南東において史跡

に関係する遺構が検出された場合は、適切な保護措

置を講じるとともに追加指定や計画対象範囲の拡

大を含め、本計画の見直しを図る。

なお、本史跡の出土遺物が保管・展示され、今後

本史跡のガイダンス施設としての活用も検討され

る美馬市立郷土博物館等についても、史跡の理解に

有効な要素として本計画の対象に含むものとする。
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（２）計画期間

本計画の対象期間は、令和３年（2021)４月１日から令和 13 年（2031）３月 31 日までの期間とし、

史跡等が置かれている状況や、整備事業の内容および進捗状況等に応じて見直し、改定を図るものとす

る。

第３節 整備検討委員会の設置と審議経過

（１）整備検討委員会の設置

平成 16年に設置した整備検討委員会の指導の下で、平成 23年まで整備に必要な発掘調査や保存整備

に向けた取組を進め、発掘調査報告書刊行後から整備に向けた会議を行っている。

区分 氏名 所属 専門分野

会長 木原 克司 国立大学法人鳴門教育大学 名誉教授 考古地理学

副会長 田邉 征夫

公益財団法人大阪府文化財センター 理事長

（令和２年３月まで）
考古学

公益財団法人元興寺文化財研究所 理事 所長

（令和２年７月から）

委員

前園 実知雄
奈良芸術短期大学 教授

考古学
奈良県立橿原考古学研究所 特別指導研究員

渡辺 公次郎

徳島大学大学院社会産業理工学研究部 助教

（令和２年３月まで）
都市計画

徳島大学大学院社会産業理工学研究部 准教授

（令和２年４月から）

菅原 康夫 鳴門教育大学 嘱託講師 考古学

地元

松永 住美 美馬市文化財保護審議会 会長

津田 孔紹 願勝寺 住職

西前 清美 ＮＰＯ法人 郡里交流会 代表

民間
小川 満大 道の駅「みまの里」 駅長

佐藤 佳世 市民代表

行政
木野内 敦 徳島県文化資源活用課 課長（令和２年３月まで）

多田 昌功 徳島県文化資源活用課 課長（令和２年４月から）

指導

野木 雄大 文化庁文化財第二課 文部科学技官

大橋 育順 徳島県文化資源活用課 課長補佐

近藤 玲 徳島県文化資源活用課 係長

第１表 国指定史跡郡里廃寺跡整備検討委員会委員名簿（令和元年・令和２年度）
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国指定史跡郡里廃寺跡整備検討委員会会則

（設置）

第１条 国指定史跡郡里廃寺跡（以下「郡里廃寺」という）についての史跡整備事業のために「国

指定史跡郡里廃寺跡整備検討委員会」（以下「整備検討委員会」という）を設置する。

（所掌事項）

第２条 整備検討委員会は、次の事項について審議する。

（１） 郡里廃寺についての保存整備計画に関すること。

（２） 郡里廃寺及びその関連事項の調査研究に関すること。

（３） 郡里廃寺の管理計画に関すること。

（委員）

第３条 整備検討委員会は、15人以下の委員をもって構成し、委員は市長が委嘱する。なお、必要に

応じて指導者を置くことができるものとする。

（任期）

第４条 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、その職を代表する委員については、その

在任期間とする。

（役員）

第５条 整備検討委員会には、会長及び副会長を置く。

２ 会長及び副会長は、委員の互選とする。

３ 会長は、この会を代表し、会務を総括する。

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故のあるときはその職務を代理する。

（会議）

第６条 整備検討委員会は、会長が招集する。

２ 整備検討委員会は、必要に応じて専門的知識を有する者に会議の出席又は文書で意見を求

めることができる。

（費用弁償）

第７条 整備検討委員会の会議等の開催に伴う委員の旅費については美馬市において負担するものと

する。

２ 旅費の支払いについては、美馬市職員旅費支給条例を準用するものとする。

（事務局）

第８条 この整備検討委員会の事務局は、美馬市教育委員会地域学習推進課に置く。

（その他）

第９条 この会則で定めるもののほか、整備検討委員会の運営に関して必要な事項は会長が定める。

附則

この会則は、平成 16年 11 月 15 日から施行する。

平成 17年 ８月 ２日 一部改正

平成 30年 ４月 １日 一部改正
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（２）整備検討委員会の審議経過

平成 16年から平成 30年までに行われた整備検討委員会での協議概要を以下に示す。

委員会 開催年月日 概要

第１回整備検討委員会 平成 16 年 11 月 15 日 ・会則について

・整備計画、整備構想案について

・発掘調査年次計画について

第２回整備検討委員会 平成 17 年８月２日 ・会則の一部改正について

・平成 17 年度発掘調査計画について

第３回整備検討委員会 平成 17 年 12 月 12 日 ・平成 17 年度発掘調査成果について

・平成 18 年度発掘調査計画について

第４回整備検討委員会 平成 18 年９月 12 日 ・平成 18 年度発掘調査成果について

・平成 19 年度発掘調査計画について

第５回整備検討委員会 平成 19 年９月 20 日 ・平成 19 年度発掘調査成果について

・平成 20 年度発掘調査計画について

第６回整備検討委員会 平成 20 年 12 月 19 日 ・平成 20 年度発掘調査成果について

・平成 21 年度発掘調査計画について

第７回整備検討委員会 平成 22 年３月 25 日 ・平成 21 年度発掘調査成果について

・平成 22 年度発掘調査計画について

第８回整備検討委員会 平成 23 年１月 17 日 ・平成 22 年度発掘調査成果について

・平成 23 年度発掘調査計画について

第９回整備検討委員会 平成 23 年５月 13 日 ・平成 23 年度発掘調査計画について

第 10 回整備検討委員会 平成 23 年 10 月 17 日 ・平成 23 年度発掘調査成果について

・今後の整備計画について

第 11 回整備検討委員会 平成 25 年３月７日 ・整備事業の進め方について

・整備検討委員会のあり方について

第 12 回整備検討委員会 平成 25 年 12 月６日 ・第９次発掘調査で確認された遺構の検討

・遺物の整理事業計画について

第 13 回整備検討委員会 平成 27 年２月 20 日 ・遺物の整理作業について

第 14 回整備検討委員会 平成 28 年３月４日 ・遺物の整理作業について

・特別展について

第 15 回整備検討委員会 平成 29 年 12 月６日 ・寺院の四至について

・窯跡について

・創建・廃絶時期について

第 16 回整備検討委員会 平成 30 年５月 18 日 ・郡里廃寺跡の概要と今後について

第 17 回整備検討委員会 平成 30 年 12 月 16 日 ・整備基本計画の検討について

第２表 平成 16年から平成 30年までの委員会協議概要
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（３）令和元・２年の保存活用計画審議経過

第４節 上位・関連計画との関係

本史跡の保存活用に関わる美馬市の上位計画、主な関連計画は以下のとおりである。

委員会 開催年月日 概要

第 18 回整備検討委員会 令和元年 12 月 25 日

・史跡郡里廃寺跡の保存活用計画について

・現地視察

・史跡郡里廃寺跡の整備について

第 19 回整備検討委員会 令和２年３月 17 日 ・保存活用計画第 1章～第５章について

第 20 回整備検討委員会 中止（書面開催）

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、素案第１

章～第 11 章を各委員へ個別に送付し、確認・意見

収集を行った。

第 21 回整備検討委員会 令和２年 10 月 9 日 ・パブリックコメントの実施結果と意見反映の報告

・保存活用計画書案全体について

名称 刊行年月 編集・刊行 計画期間

『第３次美馬市総合計画』 令和２年３月 美馬市企画総務部 令和２年度～令和 11 年度

『美馬市都市計画マスタープラン』 平成 29 年 11 月 美馬市経済建設部 平成 29 年度～平成 39 年度

『第２次美馬市教育振興計画』 平成 29 年３月 美馬市教育委員会 平成 29 年度～平成 33 年度

『美馬市文化振興ビジョン』 平成 29 年３月 美馬市教育委員会 平成 29 年度～平成 33 年度

『美馬市景観計画』 平成 26 年７月 美馬市経済建設部

『第３次美馬市環境基本計画』 令和２年３月 美馬市市民環境部 令和２年度～令和６年度

『美馬市地域防災計画』 平成 26 年３月 美馬市

『美馬市公共交通網形成計画』 令和２年３月 美馬市 令和２年度～令和６年度

第４表 上位・関連計画の一覧

第３表 令和元・２年の委員会協議概要

パブリックコメントについて
（１）意見募集期間

令和２年９月１日～９月 30 日
（２）意見数

計８件
（３）意見の概要
①昔の風情を残している素朴な一角にしてほしい。現状の草原が広がったような形の自然と調和した
ような景観を残してほしい。

②地域の宝として、住民や関係団体が共に連携を図りながら、事業を実施することが重要である。ま
た、早急に着手してほしい。

③史跡が未来の人々への素晴らしい遺産となってほしい。
④様々な世代で活用してほしい。
⑤保存は教育委員会が主体的に行い、活用は他部局が主体で行う方向に変え、古代ロマンを盛り上げ
る活用方法を検討してほしい。また、災害時に利活用できる場所としても検討してほしい。

⑥史跡が親しみのある美馬町の名所となってほしい。
⑦防災設備を兼ねた整備を行ってほしい。また、地域活性化につなげてほしい。
⑧公園として気軽に行ける場所にしてほしい。
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【上位・関連計画】

『第３次美馬市総合計画』

『第３次美馬市総合計画』は、令和２年度（2020）～令和 11 年度（2029）の 10 年間を計画期間とし、

基本理念として、『ともに 未来を つくる』を設定している。また、「美しく駆ける 活躍都市 美

馬 ～住み続けたいまちをめざして～」を将来像に掲げている。

『史跡郡里廃寺跡保存活用計画』は、総合計画の基本方針のひとつである「観光振興の推進」、「公

園や緑地整備の推進」、「文化財保護と活用の推進」を実現するための計画のひとつに位置付けられる。

このうち本史跡に関連するのは、以下の内容である。

（１）観光振興の推進

■施策の目指す姿

本市ならではの歴史や文化、自然など多様性に富んだ観光資源を活用し、観光関係者のほか農林業や商

工業団体とも連携して観光商品の造成や誘客活動に取り組むことで、観光振興を通じて観光関連産業が活

性化する「儲かる」観光の実現を目指します。

■観光資源の整備と魅力向上

（市が取り組むこと）

・自然や歴史的景観、文化遺産など豊かな観光資源をいかし、「ほんもの」を実感できる観光商品を造成

し、新たな観光客の誘致と地域の賑わいの再生に取り組みます。

・本市が有する豊かな自然や歴史的景観、文化遺産を将来にわたって魅力ある観光資源に活用できるよう、

市民や関係団体の協力のもと、保存・保全を進めます。

（市民等が取り組むこと）

・市の魅力を知り、また市の魅力を多くの人に伝えましょう。

・市の豊かな自然、歴史文化を次世代に引き継ぐため、保存・保全活動に努めましょう。

■観光客誘致の推進

（市が取り組むこと）

・（一社）美馬観光ビューローを中心に観光商品の魅力を高める取組を進めるとともに、効果的な情報発

信・PR 活動を行い、官民一体となった誘客活動を推進します。

・観光資源の魅力アップや情報発信につながる、市民や企業によるイベント活動等を支援し、次世代への

礎となる人づくり、地域づくりを進めます。

（市民等が取り組むこと）

・観光客を温かく迎え、「何度も訪れたくなるまち」、「住みたくなるまち」の実現に向け、観光地域づ

くりを支えましょう。

■広域観光の推進

（市が取り組むこと）

・近隣自治体や「にし阿波～剣山・吉野川観光圏」と連携を取りながら、広域観光ルートの開発や広域二

次交通の整備・確保、多言語対応を進め、外国人観光客の誘致活動を進めます。

（市民等が取り組むこと）

・訪れる外国人観光客と積極的に交流を持ち、「おせったい」の文化を伝えましょう。

（２）公園や緑地整備の推進

■施策の目指す姿
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歴史・文化と自然環境の調和がとれた公園や緑地が、スポーツ、文化、レクリエーション活動を楽しめ

る拠点として、また、災害時に必要となる防災拠点機能も備えた施設として、平常時、災害時を問わず利

用されるまちを目指します。

（市が取り組むこと）

・公園や緑地の維持管理体制や方針を確立します。

・災害時には、避難場所などの防災拠点として利用できるよう、公園や緑地の機能強化に向けて取り組み

ます。

（市民等が取り組むこと）

・地域内の公園や緑地においてボランティア作業による維持管理に協力しましょう。

・公園や緑地の利用後は清掃などを行い、清潔な状態を保ちましょう。

（３）文化財の保護と活用

■施策の目指す姿

先人たちが築き上げた建造物や史跡、伝統文化などの文化遺産を、市民の共有財産として将来に

引き継いでいけるよう、保護に取り組むとともに、観光資源としての活用を推進し、市民一人ひとり

がこれら文化遺産を生み出した地域に対して愛着と誇りを持てるまちを目指します。

■文化財保護の推進

（市が取り組むこと）

・文化遺産を次世代に継承するため、新たに文化財を指定、登録、選定し保護に取り組みます。また、

指定文化財には、管理や修理、記録の公開について支援を行います。

・計画的に重要伝統的建造物群保存地区の保存修理や修景を進め、文化財と歴史的景観の保護に取り

組みます。また、町並み保存会と連携し、保存地区の保護に関する啓発に取り組みます。

・埋蔵文化財の分布状況の把握、範囲・制度の周知 をはじめ、保存が危惧される遺跡についての積極的

な調査を行い、埋蔵文化財の保護に取り組みます。

・様々な文化遺産の継承のため、各種財団等の助成制度などの情報提供を行います。

（市民等が取り組むこと）

・地域の文化遺産の保護と活用に積極的に関わり、次世代へ継承しましょう。

・地域の伝統行事に積極的に参加し、伝統文化に触れる機会を増やしましょう。

■文化財活用の推進

（市が取り組むこと）

・出前授業をはじめ文化遺産を活用したイベントを開催し、市民が文化遺産に親しむ機会を提供する

とともに、市ホームページなどで本市の文化遺産を紹介し、広く周知します。

・重要伝統的建造物群保存地区の保存修理・修景を推進し、観光資源として活用します。

（市民等が取り組むこと）

・地域の文化遺産の保護と活用に積極的に関わり、次世代へ継承しましょう。

・地域の歴史や文化遺産を学び、郷土愛を育みましょう。
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『美馬市都市計画マスタープラン』

『美馬市都市計画マスタープラン』は、平成 29 年度（2018）～平成 39 年度（2022）の 10 年間を計

画期間とし、「『美来都市 みま』～だれもが住みたくなる安心とかがやきのまち～」を将来像に掲げ

ている。

『史跡郡里廃寺跡保存活用計画』は、マスタープランにおける基本方針のひとつである「美馬市の宝

を守りつなぐ」のうち、「地域資源の保全と活用（自然・歴史環境）」を実現するための計画のひとつ

に位置付けられる。郡里廃寺跡が位置する西部地域は、「豊かな農地と歴史・文化を活かした、住んで

よし来てよしのまちづくり」をまちづくりの目標とし、来訪者が地域の歴史・文化資源に触れることの

できる環境づくりに取り組むとしている。このうち本史跡に関連するのは、以下の内容である。

『第２次美馬市教育振興計画』

『第２次美馬市教育振興計画』は、教育・生涯学習の方向性を示し、学校・家庭・地域・教育委員会

等が連携し、目標の共有とその達成に向けた取組みを推進していくための計画である。平成 29 年度～

平成 33 年度（2021）の５年間を計画期間とし、基本理念として「たくましく育ち豊かな学びを実現す

る教育・文化の創造 ～郷土の未来を担う人材の育成～」を掲げている。

基本目標のひとつである「「学びあい」と「教えあい」の生涯学習の推進」では、美馬市が誇る貴重

な文化財を積極的に保存、継承し活用していくことで、地域の新たな創造と活力の源泉である郷土愛を

育んでいくとしている。このうち本史跡に関連するのは、以下の内容である。

地域の魅力向上

・郡里廃寺跡と道の駅「みまの里」の連携

・地域に分散する観光資源の連携強化、アクセス性の向上

地域文化の継承と振興

①地域文化の継承

・地域の歴史や文化について、広く市民に周知し後継者の育成支援を図るため、文化財や関連施設を

活用した学習の場の提供に努めていきます。

②地域文化の振興

・本市域の歴史や培われてきた文化について広く市民に周知し、幅広い世代の学習意欲と市民の文化

意識の高揚、美馬文化の振興を努めていきます。

文化財の保護と活用

①文化財の保護

・既指定文化財については、将来まで文化財が保存されていくよう、保護管理・活用に努めていきま

す。

・民俗文化財や天然記念物等その他の文化財についても、十分な調査を行い、特に重要な物件は指定

をするなど、保護・活用に努めていきます。

②史跡保存整備の推進

・史跡を重要な歴史資料として保存するとともに、歴史学習の場等として活用するなど、文化財の保

護・継承の一層の推進に努めていきます。

・段の塚穴、郡里廃寺跡の両史跡とも指定地の公有化や史跡整備に必要なデータ収集のための発掘調

査の実施、遺跡見学会や講演会、出土品の展示会の開催等による普及啓発活動等を継続して実施し

ていきます。
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『美馬市文化振興ビジョン』

『美馬市文化振興ビジョン』は、美馬市の歴史・文化を継承しながら地域の特性を活かし、文化振興

や多様な交流の展開へと繋げていくための方針を示したものである。平成 29 年度～平成 33 年度の５年

間を計画期間とし、将来像として「伝統を継承し、現代、そして未来へ ～文化のおりなすまち～」を

掲げている。

市民が地域の歴史文化に触れることができ、学習機会や文化活動への積極的な参加や意識の向上へと

繋がるよう、ビジョンの実現に向けた６つのキーワード（①文化にふれる、②文化をつくる、③文化が

みえる、④文化をささえる、⑤文化をまもる、⑥文化がはばたく）を設定している。このうち本史跡に

関連するのは、以下の内容である。

『美馬市景観計画』

『美馬市景観計画』は、美馬市の自然・歴史・文化に関する景観を後世へ確実に継承するとともに、

新たな景観を創出していくことができるよう、良好な景観まちづくりに向けた取組の方針を示したもの

である。

計画の基本目標や景観まちづくり全体の方針として、地域に残る自然・歴史・文化の景観を適切に保

護し、次世代へと確実に継承していくとともに、人々の生活と調和した景観形成を進めていくとしてい

る。また、郡里廃寺跡が位置する美馬地域独自の景観まちづくりの目標として、「吉野川に沿って広が

る田園と寺町の風情が漂う景観まちづくり」を設定している。このうち本史跡に関連するのは、以下の

内容である。なお、寺町周辺は、良好な景観を有する地区や景観まちづくりを重点的に進めていくべき

地区として、重点候補地区に設定されている。

・郡里廃寺跡については、史跡公有化や発掘調査による遺跡内容解明がほぼ達成したことから、今後

はこれらの活動成果を基に史跡整備を年次的に進めていきます。

③遺跡の発掘調査の推進

・特に消滅が危惧される埋蔵文化財包蔵地内での開発行為については、地権者の理解を得ながら可能

な限り、事前の試掘調査を実施することにより、急な工事計画変更や無駄な遺跡破壊等が起こらな

いよう開発行為と文化財保護の調和に努めていきます。

④文化財の活用

・市のホームページで文化財の情報発信や、市内の各小学校を対象に文化財出前授業を行い、広く市

民に文化財の周知を図るとともに、文化財に対する学習の場の提供に努めていきます。

・学習、観光面に効果を発揮する文化財見学環境を整備します。これらの活動を継続・発展させてい

くことで、文化財を通した市民の文化意識の高揚に努めていきます。

文化を守る

・本市の歴史、民俗、文化などを市民に広め、保護、継承、活用の意識を高めます。

・各種文化財の積極的活用を図ります。史跡は歴史学習の場としての整備を進めます。
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『第３次美馬市環境基本計画』

『第３次美馬市環境基本計画』は、美馬市の生活・自然・歴史・文化等の各環境について、保全のあ

り方やより良い環境の創出を進めていくための計画である。令和２年度～令和６年度の５年間を計画期

間とし、理想とする環境像として「自然と人にやさしい環境のまち 美馬市」を掲げている。

計画の基本理念や環境づくりの方針のひとつとして、「人と文化、自然、歴史との共存」を図り、多

彩な地域資源を保全、再生、活用することで、地域づくりに繋げていくとしている。このうち本史跡に

関連するのは、以下の内容である。

『美馬市地域防災計画』

『美馬市地域防災計画』は、災害対策基本法第 42 条の規定に基づき、風水害や震災から市民の生命・

身体・財産を保護するための諸施策を定めた計画である。本計画は、風水害等対策編と震災対策編から

構成され、災害予防、災害応急対策、災害復旧・復興計画等について項目別に記載されている。このう

ち、文化財防災については、風水害と震災ともに共通して以下の内容が定められている。

地域資源を生かした産業の活性化

・本市の美しい景観、豊かな自然環境、農産物等の特産品、歴史的建造物や歴史文化に関わる魅力等を保

全し、持続可能な活用を図るための、仕組みづくり、広報ＰＲ、人材育成に努めます。

・地域観光資源を活用した取り組みを検討します。

・山・川・まち並み・歴史文化資源・地場産業等の多様な地域資源を結び付け、市全体としてのＰＲを進

めます。

歴史文化を保全・活用した地域づくりの推進

・本市には、寺町（美馬町）うだつの町並み（脇町）など、数多くの歴史ある文化財が引き継がれていま

す。本市に存在する歴史文化は、自然環境と深い結びつきを持っています。その歴史文化の保全と、将

来世代への継承を図ります。

・文化財の周知や、地域学習教材としての活用に努めます。

・市民にとってのレクリエーションや、観光資源としての歴史文化資源の活用を図ります。

景観まちづくりの方針

歴史・文化の景観…地域に残る歴史・文化の景観を次世代に継承する景観まちづくり

本市には、県西部の中心地として栄えてきた歴史から数々の史跡や神社仏閣、神事や祭事、民俗芸能な

どの歴史・文化の景観があり、地域の誇りやシンボルとなっています。これらの歴史・文化の景観は、市

民共通の財産として、次世代に継承する景観まちづくりをめざします。

美馬地域の景観まちづくり

・段の塚穴、郡里廃寺跡、青木家住宅、鎌村家住宅、地域の神社仏閣の周辺は、歴史的な景観の保全をめ

ざします。

寺町の歴史と文化を守り育てる景観まちづくり

・願勝寺・安楽寺・西教寺・林照寺などが建ち並ぶ寺町は、寺院建築をはじめとする歴史的要素を継承し、

寺町の佇まいの保全と活用をめざします。
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『美馬市公共交通網形成計画』

『美馬市公共交通網形成計画』は、持続可能な公共交通の在り方を明らかにするとともに、社会情勢

や市の状況を踏まえた実現可能な取組の方針や住民・行政・交通事業者の役割を示したものである。こ

のうち本史跡の活用に関連するのは、以下の内容である。

文化財応急対策計画

文化財は地域の歴史的な変遷や文化の進展等を理解する貴重な遺産である。このため、災害後は文

化財のき損等状況の把握に努め、関係機関への連絡を行うとともに、適切な措置を講ずるものとする。

（１）被災の報告

文化財が被災した場合は、所有者又は管理者は消防機関等に通報するとともに、速やかに市教育委員会

に被災状況を報告するものとする。

（２）被災時の措置

市教育委員会は、前項の報告を受けたときは、被災文化財の状況を確認し、被害の拡大を防止するため、

所有者又は管理者に対し、関係機関に連絡し応急措置を講じるよう指示するものとする。所有者又は管理

者はこの指示に基づき必要な措置を講ずるものとする。

穴吹駅を中心とした交通結節機能の充実

・本市の将来像「グリーン・コンパクトシティ」の実現に向けて、中心拠点の脇町地区や地域生活拠点を

結ぶ幹線系統を明確化したバス路線網の再構築を図る。

・中心地における公共交通アクセスの向上と交通結節機能の充実

・公共交通ネットワーク（区域外）の充実（適切な役割分担）

・需要の多い施設間連絡ネットワークの形成

・区域外エリアの運行対応（交通事業者の意向等を踏まえつつ順次検討）

幹線系統の導入によるまちづくり連携

小さな拠点を活用した自家用有償旅客運送の創出支援

・「幹線系統の導入」により、「小さな拠点づくり」を進める地域等において、市民とともに美馬ふれあ

いバスをはじめとする地域内交通の確保に関する検討を進める。

・新たな幹線系統に配慮した公共交通網の再編

・地域拠点を活用した移動のしやすさの確保

・小さな拠点を活用したタクシー・ボランティア団体との連携による支線交通ネットワーク（自家用有償

旅客運送）の整備検討

新たな車両の導入

・交流人口の拡大や新たな収益の確保に向け、関係者が連携し、観光バスによる生産性向上・中心拠点の

にぎわい創出支援への取組を進める必要があるため、観光客を含めた誰もが利用しやすい公共交通環境

の実現に向けて、滝の宮・剣山線の活用や新たな車両導入について検討を行っていく。
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第２図 保存活用計画の位置付け


